
議 事 録

会 議 名 令和６年第１回知多警察署協議会（定例会）

令和６年２月22日（木）
午後２時から午後４時00分までの間

日 時 ・ 場 所

知多警察署講堂

１ 委員

竹内 久幸 会長 佐藤 茂樹 委員
川崎 徹夫 委員 竹内 あつ子 委員
深谷 昌弘 委員 森田 ひろ美 委員

以上６名（定数８名）

出 席 者 ２ 警察署員
桒山署長 宇都野副署長
吉田警務課長 水野会計課長
藤田生活安全課長 兵頭地域課長
田口刑事課長 佐藤交通課長
伊藤警備課長

以上９名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 南海トラフ地震等大災害に備え警察活動に望むこと

１ 災害に対する各種訓練を継続実施してほしい

答申等の概要 ２ 市民の防災意識を高める施策を実施してほしい

そ の 他 次回開催予定 令和６年５月



- 1-

会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 委嘱状の伝達

今回、再任された佐藤委員、川崎委員及び退任された竹内佳代子委員に代

わり、新たに委員となった森田委員に署長から委嘱状を伝達した。

２ 会長及び副会長の選出

委員の互選により、竹内久幸委員を会長に選出し、会長は、大島委員を副

会長に指名した。

３ 会長挨拶

４ 署長挨拶

５ 各種報告

(1) 管内の交通事故発生状況及び速度取締指針（交通課長説明）

(2) 管内の犯罪発生状況（生活安全課長説明）

６ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（地域課長説明）

（1）諮問事項

地域住民の安心感を醸成する地域警察活動について

(2）答申事項

ア 身近で親しみが持て、話のできる会合、講話

イ より親しみやすい交番だより

ウ お互いに顔と名前が見える巡回連絡

(3) 具体的取組施策の推進

ア 答申事項アについて

○ 交番連絡協議会における身近な問題、要望意見の吸い上げ

○ 小学校での安全講話時に地域警察官の装備品総重量の持ち上げ体験
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

○ 地域課の若手警察官がマラソン大会にランニングポリスとして参加、

ランナーの安全確保と自転車乗車時のヘルメット着用の呼びかけ

○ １１０番の日キャンペーンでの１１０番通報模擬体験

イ 答申事項イについて

○ 交番速報のリニューアルで勤務員の自己紹介、各種連絡先を記載

○ 会合等での配布だけでなく、鉄道駅構内に掲示

ウ 答申事項ウについて

○ 巡回連絡の経験が乏しい若手警察官を中心に技能向上訓練、教養を

実施し、直接地域住民とふれ合える巡回連絡の質向上に努めた。

７ 諮問

(1) 諮問事項

南海トラフ地震等大震災に備え警察活動に望むこと

(2) 諮問事項の設定理由（警備課長説明）

元旦に石川県を中心とした能登半島地震が発生し、現在も多くの被災者

が困難な生活を強いられている。東海地方を含む太平洋側沿岸地域でも、

近い将来「南海トラフ地震」という前例のない大規模地震が発生し、甚大

な被害が想定されている。

そこで、今回、市民の代表である委員の方々に、大規模災害対策で市民

が警察に望むことについて意見を頂き、今後の警察活動に反映していきた

いと考え、諮問事項とした。

８ 協議

委員 ・ 各地域での防災訓練をするに当たり、毎回警察官も参加しており、
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

訓練時に被災現場での警察活動がどういったものなのかが紹介され、

大変参考になっている。直接市民に知らせる広報活動は今後も続け

ていただきたい。

委員 ・ 地震は必ず発生することから、水、食料など準備をし、発災時に

は隣近所にも声掛けしようと思っているが、避難した後に泥棒に自

宅を荒らされないか心配で避難所に行くことを躊躇してしまう。

委員 ・ 今何が起こっているのかなど、できるだけ正確な情報が欲しい。

警察 ・ ＳＮＳなどの誤った情報に惑わされず、公的な場所からの情報を

得ることが重要である。誤った情報を信じ、拡散しないよう気をつ

けていただきたい。

委員 ・ 市の防災無線、テレビ・ラジオニュース、電力会社の停電情報な

どから情報を得る。

警察 ・ 警察でも事前の備えとしてのパンフレットを作成し、地域会合、

講話、訓練などの機会に配布している。被災現場を荒らす者もいる

ことから、日頃から貴重品などまとめて持ち出せるよう準備してお

くことが大切である。

委員 ・ 命が助かっても被災現場や避難所での犯罪被害が心配である。

警察 ・ 発災後、速やかに体制を整え、少しでも早く被災現場や避難所の

警戒を実施できるよう計画、訓練している。

委員 ・ 発災時のスピード感が大事。警察や消防、市と地域住民が訓練を

重ねることで迅速な対応ができるのではないかと思う。

委員 ・ 防災訓練に参加しない住民もいるので関心を持たせる工夫が必要
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

だと思う。

委員 ・ 外国人の方たちにも参加する意識付けが必要である。

警察 ・ 外国語のパンフレット作成など外国人向けの施策を準備していき

たい。

９ 答申(提言)

(1) 災害に対する各種訓練を継続実施してほしい。

(2) 市民の防災意識を高める施策を実施してほしい。

１０ その他

次回開催予定は、令和６年５月とする。


